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「
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
」

新
年
を
迎
え
る
と
、
互
い
に
、
必
ず
挨

拶
を
か
わ
す
。
果
し
て
、
お
め
で
た
い
と

心
か
ら
思
っ
て
い
る
の
は
ど
の
位
の
人
が

い
る
だ
ろ
う
か
、
何
割
位
か
な
と
思
う
。

一
茶
の
句
に
「
め
で
た
さ
も

中
位
か
な

お
ら
が
春
」
と
詠
っ
て
い
る
。

民
生
児
童
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
方
は
、

人
生
の
半
ば
を
越
え
て
い
る
高
齢
者
が
多

い
。
松
下
幸
之
助
は
、「
青
春
は
、
年
老

い
て
無
く
な
る
の
で
は
な
い
、
精
神
的
に

老
い
る
こ
と
が
、
青
春
を
無
く
す
も
の
で

あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
精
神

的
に
は
、
ま
だ
ま
だ
若
い
と
自
負
し
て
い

る
が
、
体
力
の
衰
え
は
、
確
実
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
あ
る
。

高
齢
社
会
が
急
速
に
進
む
な
か
、
高
齢

者
対
策
が
対
応
し
き
れ
ず
、
逆
に
、
後
退

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

特
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る

年
金
天
引
な
ど
で
、
生
活
が
苦
し
く
な
る

世
帯
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
、
又
、
老

老
介
護
・
高
齢
者
を
狙
っ
た
犯
罪
が
毎
年

増
加
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

民
生
児
童
委
員
と
し
て
も
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
等
の
見
守
り

活
動
が
年
々
増
加
し
、負
担
が
多
く
な
り
、

特
に
、
新
任
民
生
児
童
委
員
の
方
々
は
、

就
任
し
た
時
、
思
っ
て
い
た
よ
り
仕
事
が

多
い
の
で
、
退
任
さ
れ
た
方
も
い
る
の
が

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
で
は
、
一
〇
〇
周
年
に
向

け
て
「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」
を
行
動
宣
言
し
、
住
み
よ
い

社
会
、
安
全
、
安
心
の
街
づ
く
り
に
取
り

く
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

県
民
児
協
と
し
て
も
、
県
内
各
地
が
、

総
力
を
あ
げ
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

協
働
で
成
果
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
と
同
時
に
、
各
委
員
の
な
お
一
層

の
活
動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
各
委
員
の
幸
多
き
一
年
で
、

充
分
な
る
達
成
感
を
持
て
る
年
で
あ
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

新
年
雑
感

県
民
児
協
会
長

高

木

彦

治

去
る
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
茨
城
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で
、
民
生

委
員
法
制
定
六
十
周
年
記
念
と
い
う
節
目

の
年
に
、
第
二
十
七
回
茨
城
県
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

少
子
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
地
域
住
民

の
つ
な
が
り
に
希
薄
化
の
傾
向
が
み
ら

れ
、
児
童
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
孤
独
死
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
地
域
に
お
け
る
課
題
も

多
様
化
し
て
い
る
。
住
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

県
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
「
常
に

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
」
日
常
的
な
見
守

り
活
動
の
充
実
を
目
指
す
こ
と
が
、
主
催

者
挨
拶
や
来
賓
祝
辞
の
中
で
強
調
さ
れ
た
。

県
会
長
や
全
国
会
長
表
彰
、
受
賞
者
代

表
者
謝
辞
の
後
、
大
会
宣
言
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

講
演
は
、『「
目
が
見
え
な
い
」
こ
れ
が

私
の
個
性
で
す
』
と
い
う
演
題
で
、
声
楽

家
の
田
中
玲
子
氏
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
本
間

礼
子
氏
と
と
も
に
語
り
と
歌
唱
を
ま
じ
え

て
の
も
の
で
し
た
。
彼
女
は
先
天
性
の
眼

の
病
気
を
持
ち
、
眼
の
前
の
カ
ゲ
が
ど
ん

ど
ん
拡
大
し
て
い
く
、
見
え
方
の
変
化
に

気
づ
き
、
盲
学
校
の
先
生
の
勧
め
で
音
楽

大
学
に
進
学
す
る
。
併
せ
て
眼
が
間
も
な

見
え
な
く
な
る
と
病
院
の
先
生
に
諭
さ

れ
、
受
験
勉
強
と
と
も
に
点
字
学
習
を
猛

特
訓
。大
学
で
は
テ
ー
プ
で
授
業
を
受
け
、

そ
の
後
点
字
で
整
理
す
る
。
眼
が
見
え
な

く
な
っ
て
次
男
誕
生
、
音
声
の
つ
い
て
い

る
秤
で
ミ
ル
ク
づ
く
り
。眼
が
見
え
な
い
、

一
つ
く
ら
い
機
能
を
失
っ
て
も
十
分
生
き

て
い
け
る
。

「
私
は
絶
対
眼
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
」

と
信
じ
て
、
そ
の
時
が
早
く
来
て
、
と
語

る
。
清
爽
感
溢
れ
る
講
演
で
し
た
。

第
二
十
七
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

県
民
児
協
理
事

長
谷
川

彌

�第６２号 ２００９年（平成２１年）１月１５日民児協いばらき
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、
地
域
住
民
の

方
々
に
対
す
る
様
々
な
相
談
や
援
助
活
動

を
通
し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
民
文
化
祭
の
成
功
な
ど
、

明
る
い
話
題
も
あ
っ
た
も
の
の
、
景
気
の

悪
化
や
雇
用
不
安
な
ど
、
大
変
な
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
県
財
政
の
厳
し
さ
は
続
き
ま

す
が
、
職
員
数
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
努

め
な
が
ら
、「
人
が
輝
く
元
気
で
住
み
よ

い
い
ば
ら
き
」
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
県
を
今
後
と
も
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
、
人
・
も
の
・
情
報
の
交

流
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
と
と
も
に
、

産
業
の
振
興
、
中
小
企
業
の
育
成
、
企
業

誘
致
の
推
進
、
茨
城
農
業
の
確
立
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
師
修
学
資
金
の
貸
与
や
研
修

医
に
対
す
る
奨
励
金
の
支
給
、
女
性
医
師

の
就
業
支
援
な
ど
に
よ
り
、
医
師
確
保
対

策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
少
子
化
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
男
女
の
出
会
い
の
場

の
創
出
や
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す

る
気
運
の
醸
成
を
図
る
な
ど
、
結
婚
や
子

育
て
に
夢
や
希
望
の
も
て
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
の
基

本
は
「
人
づ
く
り
」
で
あ
り
、
科
学
技
術

立
県
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
と
社
会
性
の
習
得
は
大
変
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
理
数
科
教
育
に
力
を
入

れ
ま
す
ほ
か
、
小
・
中
学
生
に
は
お
て
つ

だ
い
や
社
会
体
験
の
推
奨
、
高
校
生
に
は

道
徳
の
授
業
の
実
施
、
さ
ら
に
家
庭
で
は

「
家
庭
教
育
ブ
ッ
ク
」
の
利
用
促
進
な
ど

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し

て
、
本
県
の
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
、
な

お
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
一
層

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

茨
城
県
知
事

橋

本

昌

昨
年
十
月
二
十
九
・
三
十
日
、
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
、
兵
庫
県
神
戸

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や

か
に
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
で
の
二
日
間
、
全

国
か
ら
約
四
、
二
〇
〇
名
が
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

初
日
の
式
典
は
、
兵
庫
県
民
児
連
会
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
、
全
民
児
連
会
長
表
彰

後
、
中
村
桂
子
氏
（
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館

館
長
）
の
「
生
き
も
の
は
つ
な
が
り
の
中

に
」
と
題
し
特
別
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

地
球
上
の
す
べ
て
の
生
き
も
の
は
３８
億
年

の
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
。
そ
の

生
き
も
の
の
誕
生
は
、
地
球
の
海
で
生
ま

れ
進
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
十
世
紀
は
機
械
と
火
の
時
代
で
あ

り
、
二
十
一
世
紀
は
生
命
と
水
を
考
え
る

時
代
で
あ
る
。
五
十
年
も
の
長
い
間
生
き

も
の
を
研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
の
話
は
、

重
み
が
あ
り
大
変
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

二
日
目
は
、
１５
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て

の
活
動
交
流
集
会
が
行
わ
れ
、
私
は
「
安

全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
力
の
あ
り
方
」

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
上
野
谷
加
代
子

氏
（
同
志
社
大
学
教
授
）
の
基
調
講
演
、

芦
屋
市
、
西
宮
市
、
宍
粟
市
一
宮
の
事
例

発
表
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
専
門
機
関
に

連
絡
。
健
や
か
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
で
地

域
と
子
育
て
家
庭
を
つ
な
ぐ
。
あ
る
い
は

向
こ
う
三
軒
両
隣
運
動
で
防
犯
・
防
災
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
等
、
安
心
・
安

全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
に
工

夫
さ
れ
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関
、
団
体

等
と
連
携
、
協
議
し
な
が
ら
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
い
る
活
動
に
、
再
度
学
ぶ
機
会

を
得
て
大
変
有
意
義
な
二
日
間
で
し
た
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
て

県
民
児
協
編
集
委
員

丸

山

�

文
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六
月
十
七
日
〜
十
八
日
に
、
鴨
川
市
で

開
催
さ
れ
た
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
」
へ
参
加
し

実
践
報
告
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
私
は
、
第
１
分
科
会
『「
第

二
次

民
生
委
員
・
児
童
委
員
発

災
害

時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
の
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
の
分
科
会

で
、
ひ
た
ち
な
か
市
が
平
成
十
八
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
事
例
と
平
成
二

十
年
度
内
に
一
部
の
地
域
で
、
取
組
み
状

況
を
実
証
す
る
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

栃
木
県
・
新
潟
県
・
横
浜
市
の
代
表
の

方
々
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
取
組
み
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
共
通
の
課
題
は
、
こ
の
活
動
は
行

政
・
自
治
会
・
防
災
組
織
・
民
児
協
等
が

地
域
で
緊
密
に
連
携
し
協
働
で
実
施
し
な

い
と
有
効
な
成
果
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
、
関
係
機
関
で
の
要
援
護

者
情
報
の
共
有
は
個
人
情
報
保
護
法
を
関

係
す
る
人
が
皆
ん
な
で
遵
守
す
れ
ば
、
全

く
心
配
な
い
と
云
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
運
動
を
引
き
続
き
展
開
し

て
行
く
こ
と
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
の
本
来
の
活
動
に
繋
が
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
の
七
つ
の
働
き
を
駆
使
し

て
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
実
情
把
握
が
で

き
、
地
域
内
の
人
々
と
顔
見
知
り
に
な
れ

ば
、
情
報
収
集
・
連
携
が
容
易
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
健
全
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
活
動
研
究
協
議
会
へ
参
加
し
て
、

第
２
次
運
動
の
継
続
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
へ
参
加
し
て

県
民
児
協
副
会
長

橋

本

重

男

平
成
二
十
年
度
の
全
国
主
任
児
童
委
員

研
修
会
が
去
る
七
月
二
十
二
〜
二
十
三
日

に
静
岡
県
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
、
二
百
八

十
三
名
が
参
加
し
、
茨
城
県
か
ら
は
六
名

の
主
任
児
童
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
行
政
説
明
に
続
い
て
、
全
体

会
で
十
文
字
学
園
女
子
大
学
青
木
孝
志
教

授
の
「
主
任
児
童
委
員
へ
の
期
待
〜
児
童

虐
待
防
止
等
の
取
り
組
み
の
強
化
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
の
講
義
が
あ
り
、
児
童
虐

待
を
い
か
に
見
つ
け
る
か
、
多
く
の
事
例

と
防
止
に
向
け
て
主
任
児
童
委
員
へ
の
期

待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
連
携
・
協
働
に
よ

る
主
任
児
童
委
員
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
司
会
の
も
と
三
名

の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
次
の
活
動
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

�

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

�

す
こ
や
か
訪
問
事
業

�

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

報
告
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
が
地
域
ご
と

に
課
題
を
見
出
し
、
そ
れ
を
自
分
一
人
で

抱
え
込
む
の
で
な
く
、
関
連
機
関
に
積
極

的
に
働
き
か
け
、
問
題
を
解
決
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
テ
ー
マ
別
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
分
科
会
ご
と
に
講
師
の
指
導
で

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
演
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
同
士
が
討
議
す
る
中
で
、
活
動
が

「
見
守
り
」
に
止
ま
ら
ず
、
時
に
は
保
護

者
と
の
衝
突
に
悩
み
な
が
ら
、
辛
抱
強
く

活
動
さ
れ
て
い
る
現
場
の
声
を
聞
く
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
、
児
童
を
取
り
巻
く
現

状
を
知
り
、
主
任
児
童
委
員
の
役
割
を
再

認
識
す
る
上
で
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

県
民
児
協
児
童
福
祉
部
会
委
員

菊

池

正

文
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私
た
ち
が
住
む
常
陸
大
宮
市
は
、
茨
城
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約
四

七
、
〇
〇
〇
人
の
街
で
す
。
市
内
に
は
四
ツ
の
清
流
が
流
れ
、
水
と
緑
の
豊
か

な
地
域
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
地
域
環
境
の
中
、
委
員
百
四
十
名
（
う
ち
主
任
児
童

委
員
十
一
名
）
に
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
活
動
は
地
区
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
べ
く
合
併
前
の
旧
町
村
単
位
の
民
児
協
に
よ
る
連
合
組
織
体
制
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。

現
在
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
相
談
支
援
や
見
守
り
な
ど
は
も
と
よ
り
、
昨

年
か
ら
市
と
連
携
し
援
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
調
査
や
名
簿
作

成
の
ほ
か
、
各
地
区
民
児
協
で
災
害
時
の
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支
援
の
あ
り

方
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
委
員
全
員
が
日
赤
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
盟
し
、
今
年

度
実
施
さ
れ
た
茨
城
県
・
常
陸
大
宮
市
合
同
の
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
炊
き

出
し
の
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、
災
害
を
想
定
し
た
際
の
支
援
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の
十
一
月
に
児

童
養
護
施
設
を
視
察
し
施
設
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
学
習
し
、
十
二
月
に
は
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
水

戸
地
方
検
察
庁
か
ら
講
師
を
招
き
研
修
会
を
実
施
す

る
な
ど
、
委
員
の
相
互
理
解
と
情
報
交
換
な
ど
識
見

の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
、少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
深
刻
と
な
り
、

民
生
児
童
委
員
の
担
い
手
を
も
含
め
て
厳
し
い
時
代

に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
は
平
成
十
七
年
三
月
に
旧
霞
ヶ
浦
町
と
旧
千
代
田
町
が
合

併
し
て
新
し
く
誕
生
し
た
、
霞
ヶ
浦
と
筑
波
山
系
の
南
麓
に
は
さ
ま
れ
た
町
で

す
。
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
梨
・
栗
や
ワ
カ
サ
ギ
な
ど

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
口
は
約
四
万
五
千
人
で
、
現
在
高
齢
化

率
は
二
十
一
・
二
％
で
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
平
成
二
十
六
年
に
は
高
齢

化
率
は
二
十
六
・
九
％
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
民
児
協
は
八
十
七
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
五
名
）
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
更
に
「
子
供
福
祉
部
会
」「
長
寿
障
害
福
祉
部
会
」「
社
会
福
祉
部
会
」
の

三
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
会
の
活
動
と
し
て
は
隣
接
す
る
民

児
協
と
の
部
会
別
合
同
会
議
を
開
催
し
、
同
一
部
会
同
士
の
意
見
や
情
報
交
換

を
し
て
諸
問
題
に
つ
い
て
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
増
加
が
予
測
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、相
談
・

見
守
り
体
制
な
ど
を
充
実
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

記
念
事
業
の
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ

な
い
運
動
」
の
主
旨
を
良
く
理
解
し
て
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
防

犯
防
災
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
支
援
の
た

め
状
況
や
動
向
な
ど
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協 だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

常陸大宮市

常
陸
大
宮
市
連
合
民
児
協
に
つ
い
て

常
陸
大
宮
市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

平

塚

勇

かすみがうら市

か
す
み
が
う
ら
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
会
長

安

田

和

夫
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取
手
市
は
県
南
地
方
に
位
置
し
、
面
積
六
十
九
・
九
六
�
、
東
西
約
九
・
三

�
、
南
北
約
十
四
・
四
�
の
細
長
い
市
で
す
。
平
成
十
七
年
三
月
、
取
手
市
と

藤
代
町
が
合
併
し
「
水
と
緑
を
育
み
、
美
と
文
化
を
創
る
活
き
活
き
リ
ビ
ン
グ

タ
ウ
ン
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
新
生
「
取
手
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
人
口

は
約
十
一
万
一
千
人
、
高
齢
化
率
二
十
一
・
四
％
と
少
子
高
齢
化
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
取
手
市
に
は
七
つ
の
民
児
協
が
あ
り
各
地
区
の
地
域
性
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。

現
在
中
部
地
区
民
児
協
は
二
十
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
一
名
）
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
の
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
で
は
優
良
協
議

会
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
感
激
を
忘
れ
ず
、
よ
り
地
域
社
会
に
必

要
と
さ
れ
る
信
頼
と
き
め
細
や
か
な
活
動
を
目
指
し
た
い
。

そ
し
て
、
日
頃
の
活
動
の
中
に
は
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

も
の
が
多
く
、
健
康
面
の
悩
み
や
経
済
的
不
安
や
介
護
保
険
制
度
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
青
少
年
健
全
育
成
で
は
五
月
十
二
日
〜
十
八
日
を

民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
�
活
動
強
化
週
間
�
と
し
て
小
学
校
の
登
下
校
時
に

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
危
険
箇
所
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
学
校
や
各
行
政
機
関
と

連
絡
を
と
り
合
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
は
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
地
域
子
ど

も
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
防
犯
対
策
の
話
や
親
子
で
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
「
地
域
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
を
開
催
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高

齢
者
世
帯
を
訪
問
、
安
否
確
認
を
し
な
が
ら
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
お
誘
い
を
し
て

い
ま
す
。
振
り
込
め
詐
欺
の
話
や
輪
投
げ
で
個
人
戦
を
し
、
昼
に
は
手
づ
く
り

の
食
事
を
頂
き
な
が
ら
楽
し
く
歓
談
を
し
て
い
ま
す
。
私
共
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

九
十
周
年
記
念
事
業
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
が
展
開
中
で
す

が
、
市
の
防
災
対
策
課
と
話
し
合
い
要
援
護
者
の
割
り
出
し
支
援
者
の
調
査
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
関
係
機
関
と
話
し

合
い
協
働
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

八
千
代
町
は
、
人
口
約
二
五
、
〇
〇
〇
人
で
六
、
二
〇
〇
世
帯
が
暮
ら
す
農

業
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で
、
高
齢
化
率
は
二
十
一
・
八
％
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
は
現
在
一
九
〇
名
お
り
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
八
千
代
町
民
児
協
で
は
、『
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
と
の
交
歓
会
』
を
平
成
十
八
年
か
ら
十
月
定
例
会
時
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
、
総
勢
約
一
六
〇
名
が
参
加
し
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
を
歌
っ
た

り
、
踊
り
を
披
露
し
た
り
、
さ
ら
に
は
福
祉
施
設
を
慰
問
し
て
い
る
バ
ン
ド
を

招
き
演
奏
を
楽
し
む
な
ど
で
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

特
に
み
な
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
昼
食
の
時
間
で
す
。
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
に
お
弁
当
や
お
味
噌
汁
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も
栄
養
が
偏
り
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
は
も
と
よ
り
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
ま
で

計
算
さ
れ
、
さ
ら
に
味
も
申
し
分
な
い
と
あ
っ
て
、
私
た
ち
民
生
児
童
委
員
も

含
め
、
参
加
者
全
員
が
「
お
い
し
い
ね
」
と
笑

顔
で
話
す
光
景
は
非
常
に
微
笑
ま
し
い
も
の
で

す
。
閉
会
と
な
り
参
加
者
を
見
送
る
際
に
、「
今

日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
来
年
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
」
と
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、「
い
や
い
や
、
こ
ち
ら
こ

そ
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
が
自
然
に
口
を

つ
い
て
出
て
き
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
活
動
の
醍
醐
味
と
は
、
こ
の

自
然
体
か
ら
発
せ
ら
れ
た
「
あ
り
が
と
う
」
に

凝
縮
さ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民 児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児

取手市

取
手
市
中
部
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

取
手
市
中
部
地
区
民
児
協
会
長

奥

山

十
四
子

八千代町

八
千
代
町
民
児
協
の
取
り
組
み

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
交
歓
会
を
実
施
し
て
」

八
千
代
町
民
児
協
会
長

生
井

敏
夫
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後

記

◎
全
民
児
連
が
開
催
予
定
の

全
国
研
修
会
の
ご
案
内

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会
に

お
い
て
は
、
毎
年
度
次
に
掲
げ
る
研
修
会

を
実
施
し
て
お
り
、
来
年
度
も
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
研
修
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
市
町
村
民
児
協
会
長
を
通
し
て

県
民
児
協
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。た

だ
し
、
申
込
者
が
多
数
に
わ
た
る
場

合
は
、
翌
年
度
に
割
り
振
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。

ま
た
、参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

「
民
児
協
い
ば
ら
き
」
へ
の
寄
稿
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
費
及
び
旅
費
等
の
必
要
経

費
は
、
県
民
児
協
予
算
の
範
囲
内
で
負
担

い
た
し
ま
す
。

●
相
談
技
法
研
修
会
【
傾
聴
技
法
】

講
義
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
と
お
し
て
相

談
面
接
の
基
本
と
な
る
「
傾
聴
」
に
つ
い

て
学
習
す
る
。（
一
日
）

●
相
談
技
法
研
修
会
【
事
例
研
究
】

中
堅
の
民
・
児
委
員
を
対
象
に
対
人
援

助
の
基
本
的
な
視
点
、
知
識
・
技
術
、
態

度
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
。（
一
日
）

●
主
任
児
童
委
員
研
修
会

主
任
児
童
委
員
を
対
象
に
、そ
の
役
割
、

活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
。

（
一
泊
二
日
）

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

地
域
に
お
け
る
活
動
の
養
成
・
資
質
の

向
上
を
目
的
と
す
る
。

（
二
泊
三
日
）

●
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

（
民
生
委
員
大
学
）

今
後
指
導
的
な
立
場
及
び
役
割
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
民
・
児
委
員
を

対
象
に
、
都
道
府
県
民
児
協
の
果
た
す
べ

き
役
割
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
あ
り
方
に

つ
い
て
研
修
す
る
。（
二
泊
三
日
）

●
児
童
委
員
研
究
協
議
会

今
日
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
学

び
、
民
児
協
組
織
に
お
け
る
活
動
の
あ
り

方
や
す
す
め
方
等
に
つ
い
て
研
究
協
議

し
、
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図

る
。（
一
泊
二
日
）

◎
出
前
講
座
等
の
ご
案
内

●
茨
城
県
消
費
者
教
育
講
師
派
遣
事
業

・
内
容

消
費
生
活
知
識
の
普
及
や
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
（
悪
質

商
法
対
処
法
等
）
の
た
め
、
地
域

の
団
体
・
事
業
者
・
一
般
消
費
者

グ
ル
ー
プ
が
開
催
す
る
研
修
会
等

に
、
講
師
を
無
料
で
派
遣
。

・
問
合
せ
・
申
込
み
先

「
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

〒
３
１
０
―

０
８
０
２

水
戸
市
柵
町
一
―
三
―
一

�
０
２
９
―

２
２
４
―

４
７
２
２

�
０
２
９
―

２
２
６
―

９
１
５
６

●
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
出
前
講
座

・
内
容

多
く
の
方
に
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
つ
い
て
、
理
解
と
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
講
師
を
無
料
で
派
遣
。

・
問
合
せ
・
申
込
み
先

「
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

〒
３
１
１
―

４
１
４
１

水
戸
市
赤
塚
一
丁
目
一
番
地

ミ
オ
ス
一
階

�
０
２
９
―

３
０
９
―

１
２
１
２

�
０
２
９
―

３
０
９
―

１
１
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
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事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

昨
年
来
の
金
融
危
機
に
よ
る
経
済
の
急

減
速
は
、
ま
た
ま
た
派
遣
社
員
や
非
正
規

雇
用
社
員
の
解
雇
と
い
う
弱
者
が
標
的
に

な
り
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
担
当
地
区
内
で

「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
の
男
性
二
人
の
孤
独

死
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
を
看
取
っ
て
や

れ
ず
悔
い
が
残
り
ま
す
。

不
況
が
長
引
く
と
、
こ
う
し
た
事
例
が

増
え
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。年
金
・

保
険
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
へ
の
不
安
を

な
く
す
た
め
に
も
一
日
も
早
い
景
気
の
回

復
が
望
ま
れ
ま
す
。

「
振
り
込
め
詐
欺
」「
悪
質
商
法
」
な

ど
の
犯
罪
被
害
は
、
年
金
支
給
日
（
偶
数

月
・
１５
日
）
や
、
そ
の
直
後
が
多
い
そ
う

で
す
。
高
齢
者
等
へ
の
見
守
り
は
、
犯
罪

被
害
防
止
の
啓
蒙
を
兼
ね
、
時
期
を
選
ん

で
行
う
の
も
必
要
な
気
が
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
編
集
委
員
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
方
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

誌
面
の
充
実
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
委
員

初

田

義

雄
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